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宇大教育実践フォーラム，成果発表会を開催しました！

教職大学院では，自分たちの活動や学びを省察し，実践へと結びつけていくことを重視しており，毎週金
曜日に行われている「リフレクション」が授業科目の中でも根幹を成すものとして位置づけられています。
積み重ねてきた省察をもとに教職大学院での学びを振り返り，理論と実践とを結びつけながら学外へ発信す
る機会として，２月に宇大教育実践フォーラムが開催されました。また３月には２年生による成果発表会を
実施し２年間の学びのまとめを行いました。

【宇大教育実践フォーラム】
平成２８年度宇大教育実践フォーラムは平成２９

年２月１１日（土）に開催されました。昨年度，教
職大学院の開設を機に，「大学との連携による学校
活性化フォーラム」から「宇大教育実践フォーラム」
と名称を変更し，これまでの宇都宮大学と栃木県の
学校現場とのつながりを継承しながら教職大学院で
の学びを発信する場となっています。当日は県内の
小中学校や県立学校の教員、教育委員会関係者に加
え，他大学の教員や教職大学院生，学部生等，多方
面から参加していただきました。
午前は院生が学校現場で長期実習を行う「教育実

践プロジェクト・長期インターンシップ」の取組に
ついて，３会場に分かれて発表しました。それぞれ
の実習で見えてきた成果と課題，今後の学校現場へ
の生かし方について，院生がそれぞれプレゼンテー
ションを行いました。発表後には，連携協力実習校，
他大学教職大学院の方々からコメントをいただき，
今後の実習への多くの示唆も得ることができまし
た。

また，午後の「教育実践について語りあうラウン
ドテーブル」では，参加者が６人程度の小グループ
に分かれ，報告者の実践についてじっくりと語り合
いました。宇大の教職大学院生の学びの報告だけで
なく，現職の教員による実践，他の教職大学院での
取組などさまざまな報告が行われ，グループでも異
なる立場のメンバーが自由に語り合うことで議論の
深まりが見られました。例えば，長期インターンシ
ップの中で行った研究授業で子どもの言葉を待てず
しゃべってしまったことを振り返り，教師の『間』
の難しさについて語った学卒院生に対しては，同じ
グループの小中学校の教員から「自分も最初はそう

だった。経験の中で『間』のとり方を身につけてき
たが，今でも沈黙は怖くて待つことには勇気がい
る。」「でも黙っているとき子どもたちは考えている
んですよね。」といった声があがりました。報告を
聞く側も報告者に寄り添い自分自身の実践を振り返
りながら語ってくださることで，実り多い場となり
ました。
フォーラムにご参加いただいた皆様に心より御礼

申し上げます。また，次年度も多くのご参加をお待
ちしております。

【成果発表会】
３月３日（金）には，今年度修了を迎える２年生

にこの２年間の教職大学院での学びを振り返り，１
年生へのアドバイスも含めて語ってもらう機会，リ
フレクションの集大成としての成果発表会を開催し
ました。
２年間を振り返る中で，入学当初に感じていた問

題意識にどのように取り組んできたのか，実習で感
じた悩みや戸惑いとどのように向き合ってきたのか
など，結果だけでなく，特に２年間の学びのプロセ
スに焦点をあてた語りとなりました。実習のなかで
出会った先生方や子どもたちとのつながりに思いを
馳せ感極まる場面も見られ，また，最も大きな学び
は自分自身の物事のとらえ方が変化し拡がったこと
だという言葉が数多く聞かれました。１年生にとっ
ても，自分たちの１年間を振り返り次年度について
考える貴重な機会となりました。

この成果発表会が，３月に修了を迎える２年生に
とって，教職大学院での学びを今後に生かしていく
ための１つのステップとなればと思っています。

（文責：司城紀代美）



「パフォ－マンス評価」 教育実践高度化専攻教授 人見 久城

1990年代に理科や体育などで，「パフォーマンス・テスト（実技テスト）」という用語が普及しまし
た。理科における観察・実験の操作，体育における運動技能の実演をもとに，その習得状況を振る舞
い（パフォーマンス）をもって評価する場合に用いられました。パフォーマンス・テストという用語
は，評価に対する考え方に一定の変化をもたらしました。この用語は現在でも使われています。
さて，近年注目が高まっている用語に「パフォーマンス評価」があります。先に挙げたパフォーマ

ンス・テストが評価手法のひとつであるのに対し，パフォーマンス評価は，評価に関するとらえ方や
それに沿った評価手法の包含関係を表します。西岡他（2017）によれば，パフォーマンス評価とは「
知識やスキルを状況に応じて使いこなすことを求めるような評価方法の総称」と定義されます。また，
パフォーマンス評価に適する具体的な評価手法には，論説文，レポート，展示物といった完成品（プ
ロダクト），スピーチやプレゼンテーション，協同での問題解決，実験の実施といった実演などが含
まれます。端的に，パフォーマンス評価は「学習の成果と学習の過程の両方を関連づけて評価するも
の」ということができます。
なぜ，このような用語が登場するのでしょうか。それは学習観の変化が影響しているからです。従

来の行動主義的学習観では，知識の獲得状況は学習の過程とは独立に測定されうると考えられていま
した。それに対して，1990年代半ば以降主流となっている認知主義的学習観では，学習の過程を，既
有知識と新しい知識どうしの関連づけの機会ととらえ，知識の獲得状況も学習の過程に即しつつ測定
されるという考え方になっています。
学習観の変化によって，評価のとらえ方が変わります。このようなときに注意すべきことは，従前

のとらえ方や評価手法に代わって用いるのか，従前のものと併存しながら用いるのかを見極めること
です。例えば，知識の獲得状況を評価するには，ペーパーテスト（正誤，選択肢，短答型など）は、
いつの時代でも（学習観の変化にあまり影響を受けず）有効です。パフォーマンス評価は，従前の評
価手法と併存して使うことが重要です。片仮名で表記された用語で，流行しているから使ってみよう
などと安易に考えず，目的に照らして使い分けていくことが大切です。

<文献> 西岡加名恵，他（2017）：パフォーマンス評価で生徒の「資質・能力」を育てる，学事出版.

《シリーズ：教職大学院授業紹介⑱ 「算数・数学授業デザイン論」 （選択科目［前期］）》

「算数数学授業デザイン論」は，質の高い授業実践を
目指して，算数数学授業のデザインにおいて求められる

側面を多角的に考察する授業です。授業は，講義形式
の部分と，授業DVDや資料を見ながらの演習中心の部
分から構成されています。
今年度の授業は，7か国の数学の授業DVDを視聴す

ることからスタートしました。視点を海外にまで広げること
で，日本の授業の特徴が見えてきます。DVDを見て感じ
たことを自由に述べ合った後，研究者による日本の数学
授業の特徴の分析を読み合い，更に議論をしていきまし
た。現場で日頃行っていることが，海外ではみられなかっ 討していきました。特に，オープンエンドアプローチやオ

たりするため，自分にとって当たり前の事柄を振り返る機 ープンアプローチは，日本の算数数学の授業へのアプロ
会になったと思われます。 ーチとして世界的にも有名です。オープンな問いを出し
授業の前半は，国際比較の視点から，授業のデザイン て子どもの多様な考えを拾い上げる授業をしている受講

におけるポイントとして，教材の側面と授業展開の側面に 者も多いですが，その理論的なベースを知ることは意味

ついて考察を進めました。どちらについても，文献を読み があると思いました。
合ったり，授業DVDを視聴したりすることで，具体的に検 授業の後半は，算数数学の授業をデザインする上で

困難な部分の１つである「協働的な練り上げ」に焦点を当
てました。子どもの多様な意見を集約していく練り上げで

は，教師のコーディネートが十分でないと議論が深まりま
せん。教師に求められる対応力を，研究論文や授業DV
Dを通して探っていきました。また，授業の最後には，子
どもの視点から授業を分析することについても検討しまし
た。授業全体を通して，受講者は，算数数学の授業を捉
える視点が多様にあること，また，自分が経験上良かれと
思って行っていることにも理論的なベースがあることを実
感したようでした。 （担当：日野圭子）
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